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序　　　文

タイ、特にバンコクにおける交通渋滞の劣悪さは世界的に有名になっています。自動車台数が

年々増加する一方、道路環境の整備、自動車燃料の改善などの対応が遅れているためです。こと

に、自動車排ガスに起因する大気汚染はますます顕著になってきており、周辺住民の人体に悪影

響を及ぼすばかりでなく、同国の社会、経済発展にも悪影響を及ぼすこととなり、緊急な対策が

必要となっています。

開発途上国における地球環境保全に貢献するとの観点から、開発途上国が自ら産業公害対策を

講ずることが困難な場合において、相手国の事情を考慮しつつ、わが国から緊急な産業公害防止

に関する効果的なプロジェクトを提案し、迅速な実施を図るための協力形態として「積極型環境

保全協力」が 1993 年に新設されました。本プロジェクトは、このスキームを適用し、1994 年 6 月

の環境保全技術調査員派遣時にわが国の協力案を提示し、1994 年 10 月に同国から正式要請書が提

出されました。

これを受け、1995 年 4 月に環境保全策定調査団を派遣し、タイ石油公社（PTT）に、自動車排ガ

スによる大気汚染の軽減を図るための自動車燃料評価技術（環境調和型自動車燃料が設計可能と

なる技術）を移転するプロジェクト方式技術協力を実施することとし、1996 年 3 月 1 日より 4 年間

の協力が開始されました。

当事業団では、技術協力期間終了を 2000 年 2 月 29 日に控えた時点において、プロジェクトの効

率性、目標達成度、効果、妥当性および自立発展性を調査し、本プロジェクトの評価、プロジェ

クト実施機関の今後の自立発展性について協議し、合同評価報告書として取りまとめるとともに、

プロジェクト終了時までの実施計画を策定することを主な目的として、1999 年 6 月 14 日から同年

7月 1日まで終了時評価調査団を派遣しました。

本報告書は、同調査団の調査結果を取りまとめたものです。

ここに、本調査団の派遣に関し、ご協力いただきました日本・タイ国の関係者各位に対して深

甚の謝意を表するとともに、あわせて今後のご支援をお願いする次第です。

19 9 9 年 7 月

国際協力事業団　　

理事　大津　幸男　　
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第 1 章　終了時評価調査団派遣

1 － 1　調査団派遣の経緯と目的

本調査では、2000 年 2 月 29 日の協力期間終了を控え、以下の方針に従い、終了時評価を行う

ことを目的とする。

（1）日本・タイ双方の投入実績、プロジェクトの活動実績、運営・管理状況、カウンターパー

トへの技術移転状況などにつき、当初計画に対する達成度を調査分析し、以下の 5 つの項目

（「評価 5 項目」）に基づき評価を行う。

1）プロジェクト目標の達成度

2）実施の効率性

3）効果

4）計画の妥当性

5）自立発展性

（2）目標達成度を考慮して、今後の協力方針についてタイ側と協議する。

（3）評価結果から教訓および提言を導き出し、今後の協力のあり方や実施方法改善に資する。

1 － 2　評価の実施方法

（1）R ／ D をはじめとする各種報告書のデータ、プロジェクト活動報告書などに基づき、「終了

時評価用 PDM」「評価グリッド」を作成する。

（2）評価グリッドに基づいてカウンターパート、専門家、タイ側関係機関、産業界等からのイ

ンタビュー、質問票の配布などを行い、関連情報を収集し、その結果を評価 5 項目に従い、整

理・分析を行う。

（3）タイ側評価チームと合同で、合同評価報告書を作成・署名する。

（4）同時に結果を終了時評価調査票にまとめる。
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1 － 5　主要面談者リスト

＜タイ側＞

タイ側評価団

Mr. Narong Rattana Thai  Director ,  Thai-German Inst i tute ,  Minis t ry

of Industry

Ms. Hathairattana Garivait Environmental Scientist 6,

Environmental Research and Training Center

Minis t ry  o f  Sc ience  Technology  and  Envi ron-

ment

Ms. Duanghathai Chenchaivitha P rog r amme  Of f i c e r  Leve l  6 ,  Mon i t o r i ng  and

Evaluation Sub-Division, Planning Division, De-

partment of Technical and Economic Cooperation

(DTEC)

Ms. Hataichanok Siriwadhanakul Programme Officer Level  6,  Japan Sub-Divisin,

External Cooperation Division 1, DTEC

Ms. Tanyaporn Lertlaksana Programme Officer Level 4, Japan Sub-Division,

External Cooperation Division 1, DTEC

タイ政府関連機関

Mr. Banchong Amornchewin Chief, Japan Sub-Division, External Cooperation

Division 1, DTEC

Ms. Preeyaporn Vivekaphirat Director of Bureau of Fuel Oil, Ministry of Com-

merce

Mr. Natie Tabmanie Chief, Petroleum Business Section, National En-

ergy Policy Office (NEPO)

Mr. Panya Warapetcharayut Air Quality and Noise Management Divisin, Pol-

lution Control Department

Research & Technology Institute (PTT)

Dr. Yodchai Jotiban Director, Engineering & Engine Test Department

Mr. Nirod Akarapanjavit Manager, Fuels & Lubricants Test Division

Miss Arunratt Wuttimongkolchai Researcher, Fuels Research Division

Mr. Sanya Pannoi Manager, Fuels and Lubricants Analysis Division

Mr. Suttipong Tunyapisetsak Researcher, Fuels and Lubricants Analysis Division
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Miss Jiraporn Ansomboon Researcher, Fuels Research Division

Mr. Thummarat Thummadetsak Researcher, Emission & Fleet Test Division

Mr. Wattanapong Khankeaw Researcher, Emissin & Fleet Test Division

Mr. Tharapong Pengsakul Technician, Emission & Fleet Test Division

Mr. Chaiwat Panpaew Technician, Fuels & Lubricants Test Division

Mr. Mongkol Jampamee Technician, Fuels and Lubricants Analysis Division

Mr. Phanu Promnoi Technician, Fuels & Lubricants Test Division

＜日本側＞

在タイ日本大使館

戸高　秀史 Second Secretary

JICA タイ事務所

岩口　健二 Resident Representative

梅埼　  裕 Deputy Resident Representative

中本　明男 Assistant Resident Representative

JICA 専門家

山本　靖夫 Chief Advisor,

The Automotive Fuel Research Project for Envi-

ronmental

Improvement in Thailand, JICA

小暮　陽一 Coordinator,

The Automotive Fuel Research Project for Envi-

ronmental

Improvement in Thailand, JICA

木村　次雄 Long―term Expert,

The Automotive Fuel Research Project for Envi-

ronmental

Improvement in Thailand, JICA
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2 － 3　その他確認・協議事項

終了時評価に合わせて、今後のプロジェクトの実施にかかわる諸問題について協議が行われた。

協議の結果、合意内容がミニッツにまとめられ、PTT R&T 研究所 Dr. Yodchai（本プロジェクト

のプロジェクトリーダー）と青木団長により、1999 年６月 30 日に署名された。

ミニッツの合意事項は以下のとおりである。

（1）合同評価報告書の承認

双方は、合同評価委員会が終了時評価作業を実施し、作成した合同評価報告書を承認した。

（2）協力期間終了（2000 年２月 29 日）までの投入

双方は、2000 年２月 29 日まで現在の活動を継続することを確認した。また、現在の進捗

状況を考慮して、2000 年２月 29 日までの投入計画を以下のとおり策定した。

1）短期専門家の派遣

a）オクタン価要求値の調査方法 １名 1999 年９月 * に１週間

b）エンジン油の酸化安定性とエンジン評価法 １名 1999 年 11 月に１週間

* 長期専門家から、1）の派遣時期を 1999 年 12 月上旬（オクタン価要求値の測定が終了す

る）に変更するよう要望が出された。派遣予定者の都合がつけば、変更することにした。

2）カウンターパートの研修

カウンターパート２名を、オクタン価要求値調査およびベンチエンジン関連技術習得のた

め、1999 年 10 月に２週間受け入れる。

3）機材の供与

なし。

（3）プロジェクトの自立発展性の確保

自立発展性が重要な要素であるとの日本側の発言に対し、タイ側はプロジェクトの自立発

展性の確保を重視して活動する旨を表明した。

（4）供与機材の運営維持管理

供与機材の運営維持管理の経費を確保することが重要であるとの日本側の発言に対し、タ

イ側はこれを了承する旨を表明した。
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ないとの見方がある。

（4）タイにおける自動車ガソリン品質の現状

1）タイにおける自動車ガソリンの種類と販売量

1998 年の自動車ガソリンの種類と販売量は、

無鉛プレミアムガソリン：497 万 kl（70％）

無鉛レギュラーガソリン：220 万 kl（30％）

合計 　　　　　　　717 万 kl

（出所：NEPO 国家エネルギー政策事務所）

となっており、日本の販売量の約 12％（1998 年総販売量：5536 万 kl）に相当する。プレ

ミアム比率は 70％と、日本の 20％と比較すると非常に高いことがわかる。

1987 年からの自動車ガソリンの種類別販売量の推移は、別添 4 に示すとおりである。プレ

ミアム比率については、1991 年ごろまでは、45 ～ 50％で推移してきたが、それ以降、年々

増加し、1996 年には 70％に至っている。無鉛化については、プレミアムでは 1991 年から、

レギュラーでは 1993 年から無鉛化ガソリンの導入が開始された。なお、1996 年１月に完全

に無鉛化されている。

2）タイにおける自動車ガソリンの現規格と品質の変遷

自動車ガソリンの現規格を別添 5 に示す。

（5）現在、タイ国内で検討されている本プロジェクト関係のプロジェクト

1998 年から 2005 年の間に実施するガソリンおよびディーゼル燃料の規格変更に関する調

査がNEPO において企画され、契約したコンサルタントが調査を 1999 年 5 月より開始した。

調査項目としては

1）1998 ～ 2005 年の間に実施する、ガソリンおよびディーゼル燃料の品質（規格）に関す

る変更点を提言。

2）その変更点が、消費者、石油業界、自動車業界に与える影響を調査し、それらにかかる

コストや得られる恩恵の度合いを調査。

3）燃料品質（規格）の変更スケジュールを策定。

4）この変更がいっそう効果を発揮するために必要な、燃料以外での実施すべき政策に関す

る提言（自動車の排気ガス規制、車検制度）。

を実施している。

また、この調査のメンバーには、PTT の R&T 研究所の職員も含まれており、本 JICA プロ

ジェクトの成果が有効に活用できると考えられている。
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第 4 章　プロジェクト活動実績、協力期間内の協力

（1）プロジェクト活動全般の進捗状況（ミニッツ Annex 1 参照）

1）ガソリンの清浄性に関する研究テーマおよびエンジン潤滑油の熱安定性に関する研究テーマ

については、日本でのベンチエンジンの調達の遅れから予定より大幅に遅れていたが、試験実

施サイクルの短縮などの工夫により対処し、協力期間内に終了する見込みである。

2）その他の研究テーマについても、協力期間内に終了する見込みである。

3）全体の研究成果の最終報告書は、2000 年 2 月にタイの政府関係機関に報告の予定である。

（2）シャーシーダイナモメーターシステム関連（ミニッツ Annex 1 A-1 ／ B 参照）

1）リフォーミュレイテッドガソリン（RFG）開発に向けた、ガソリンの性状と排気ガス組成と

の関係に関する研究

a）1999 年 6 月までの実績

①排気ガス測定試験が 1999 年 4 月末までにすべて終了した。

②研究成果の発表

研究成果を取りまとめ、1999 年 6 月 4 日に、タイ政府機関を含む関係者を対象に公開セ

ミナーを開催した。これを支援しアドバイスするため、短期専門家として、日石三菱㈱中

央技術研究所　斎藤氏を派遣した。

b）1999 年 6 月から 2000 年 2 月までの活動計画

①研究成果の発表

また、この研究成果を SAE（注）International Conference （1999 年 10 月 25 ～ 28 日、カ

ナダ、トロント市にて開催）において発表する。表題は下記のとおり。

“Effect of Gasoline Compositions and Properties on Tailpipe Emissions of Currently

Existing Vehicles in Thailand”

（注）Society of Automotive Engineers（アメリカの自動車技術者協会）

2）二酸化炭素抑制に向けた、ガソリンのオクタン価レベル最適化のためのガソリン車オクタン

価要求値（ONR）の調査

a）1999 年 6 月までの実績

①詳細な研究計画が 1999 年 5 月に策定された。MT 車とAT 車について同一車種各 8 ～ 10

台のオクタン価要求値を測定し、各車種のオクタン価要求値分布を求めることになってい

る。標準燃料として、正標準燃料と市販型の全沸点型標準燃料とを使用する。

②全沸点型標準燃料を調整するために必要な混合チャートを作成した。
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b）1999 年 6 月から 2000 年 2 月までの活動計画

①オクタン価要求値測定試験

オクタン価要求値測定試験は、1999 年 6 月から開始し、12 月に終了の予定である。

②研究成果の発表など

1999 年 12 月から運転マニュアルや報告書の作成に取りかかり、2000 年 1 ～ 2 月にはそ

の研究成果をタイの政府関連機関や関係団体などに発表する予定となっている。

また、各車種のオクタン価要求値分布のほか、タイの乗用車全体のオクタン価要求値分

布を求める手法や考え方などについても技術移転する。これに関連して、短期専門家 1 名

を派遣する予定となっている。なお、プロジェクト終了後に、タイ全体の乗用車のオクタ

ン価要求値分布を求める大規模な調査が計画されているとのことである。

（3）ベンチエンジンシステム関連（ミニッツ Annex 1 A-2 ／ B 参照）

1）ガソリン清浄性に及ぼす基ガソリンの性状およびガソリン清浄剤タイプの影響に関する研究

a）1999 年 6 月までの実績

①ベンチエンジン実験

IVD (Intake Valve Deposit) の試験法確立のための、運転条件（12 条件）を変えるエン

ジン実験が 1998 年 12 月に終了した。

その結果、確立した試験法によって、ガソリン組成や清浄剤が IVD に与える影響に関す

る本実験を 1999 年 1 月から開始し、継続中である。

b）1999 年 6 月から 2000 年 2 月までの活動計画

①ベンチエンジン実験

ガソリン組成や清浄剤が IVD に与える影響に関する本実験は 1999 年 9 月までに終了の

予定である。

②研究成果の発表など

その研究成果は1999 年 11 月にタイの政府関連機関や関係団体などに発表する予定となっ

ている。報告書や運転マニュアルの作成は 1999 年 12 月までに終了の予定である。

また、IVD (Intake Valve Deposit) の試験法確立のために実施したエンジン実験の部分

を、IVD 試験法の開発として、SAE International Conference（1999 年 10 月 25 ～ 28 日、

カナダ、トロント市にて開催）において発表する。表題は下記のとおり。

“Development of a TOYOTA 1G-FE IVD Test in THAILAND”

2）リフォーミュレイテッドガソリン（RFG）がエンジン用潤滑油に及ぼす影響に関する研究

a）1999 年 6 月までの実績

①実験が1999 年 10 月から開始の予定になっているため、研究の活動実績はない。なお、こ
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の研究で必要となるエンジンブローバイガス流量測定器は、短期専門家により、1999 年 5

月に設置された。

b）1999 年 6 月から 2000 年 2 月までの活動計画

①ベンチエンジン実験

1999 年 9 月に PTT と協議して詳細な研究計画を策定し、10 月からエンジンの分解・計

測・組立てやベンチエンジン系全体の組立ての技術指導を実施し、11 月からエンジン用潤

滑油高温酸化安定度試験の本実験に入り、2000 年 1 月に終了の予定となっている。

本実験の際、エンジン部品の評価方法などの技術指導を実施する。これに関連して、短期

専門家 1 名が派遣される予定である。

②報告書の作成など

報告書や運転マニュアルの作成は 2000 年 2 月になる予定である。

（4）CFR エンジン関連（ミニッツ Annex 1 A-3 参照）

1）1999 年 6 月までの実績

a）オクタン価測定

必要に応じて、JICA プロジェクトのガソリン試料のオクタン価（RON、MON）を測定し

た。ガソリン車のオクタン価要求値（ONR）の調査研究の準備として、全沸点型標準燃料を

調整する際に必要な混合チャートを作成するため、オクタン価を測定した。

2）1999 年 6 月から 2000 年までの活動計画

a）オクタン価測定

必要に応じて、JICA プロジェクトのガソリン試料のオクタン価を測定する。

（5）一般性状試験分析関連（ミニッツ Annex 1 A-4 参照）

1）一般性状試験分析

a）1999 年 6 月までの実績

①実試料の一般性状試験分析

必要に応じて、JICA プロジェクトのガソリンの一般性状を測定した。そのほか、潤滑油

関連についてもベンチエンジン関連の研究に使用される潤滑油の一般性状を測定した。

② IVD ／ OCD の TGA 測定など

ガソリン清浄性に関するベンチエンジン実験で得られる IVD (Intake Valve Deposit）お

よび OCD (Combustion Chamber Deposit）について、有用なデータを得るため、PTT の

所有する TGA (Thermogravimetry Analysis 熱重量分析装置）による測定や成分分析を継

続実施中である。
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b）1999 年 6 月から 2000 年 2 月までの活動計画

①実試料の一般性状試験分析

必要に応じて、JICA プロジェクトのガソリンおよび潤滑油の一般性状を測定する。

② IVD ／ CCD の TGA 測定など

IVD ／ CCD の TGA 測定や成分分析を継続実施する。

③一般試験項目の導入講義・操作訓練

ガソリン関連の一般性状試験分析項目のうち、まだ講義・訓練の終わっていないガソリ

ン酸化安定度試験について導入講義・操作訓練を実施する。

④試験法の繰り返し精度・再現精度に関する教育

各試験法について繰返し精度・再現精度の講義および実習を 1999 年 7 月から実施する。

2）排気ガス中の特定成分の分析

a）排気ガス中のベンゼン、芳香族分、1、3 ブタジエンおよびカーボニル化合物の分析

ガソリンの性状と排気ガス組成との関係に関する研究に伴う排気ガス試料について、これ

らの有害特定成分の分析を継続実施し、1999 年 4 月に終了した。

3）リフォーミュレイテッドガソリン（RFG）が自動車燃料供給系部品に及ぼす影響に関する研究

a）1999 年 6 月までの実績

①燃料供給系部品の入手

供試部品は、日本の自動車業界の代表としてトヨタ・日本から無償で提供されることに

なった。供試部品はバラバラに提供され、1999 年 6 月に最後の供試部品を入手した。

②供試部品の浸漬試験の実施

1999 年 2 月から一部の供試部品の浸漬試験を開始し、継続中である。

b）1999 年 6 月から 2000 年 2 月までの活動計画

①供試部品の浸漬試験の実施

供試部品の浸漬試験は 1999 年 11 月までにすべて終了の予定である。

②研究成果の発表など

研究成果は、1999 年 12 月にタイの政府関連機関や関係団体などに発表の予定である。
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